
ＪＡＢＩＡ

自 動 車 車 体 規 格

座席ベルト組込１人掛席及び座席取付装置の構造規格

A１３０１－２０２４

２０１２年３月１６日制定

２０２４年９月１９日改正　特種部会合同委員会

一般社団法人　日本自動車車体工業会

特種部会　技術委員会　審議

20132012



JABIA 

A 1301-2024

１．制定の目的

２．適用範囲

３．規格の根拠

４．座席の構造基準

４-１  基本仕様

(1) メーカー及び型式：天龍工業(株) THN2-302ES型

(2) シ－ト幅：440mm

(3) 座面高さ：430mm

(4) 座席ベルト：第1種座席ベルト(ELR 2点式)

(5) リクライニング機構：油圧フリーロック式  角度調節範囲 18°～ 38°

(6) 付属部品：両側肘掛、背裏ポケット

(7) 型式の表示方法：座席構造部に「THN2-302ES」シールを貼付

４-２  構造の変更

(1) 変更内容は以下の例のように強度的優位に作用するものであること。

・強度向上…シ－ト幅の縮小（最少415mmまで）／脚高の短縮／リクライニング機構の固定

・軽量化…付属部品の撤去

(2) 表皮材については強度上の影響がないため不問とする。

５．座席取付装置の構造基準
５-１  主骨格材

(1) 基準となる断面形状及び材質を５-４(1)に規定する。

(2)

(3) 主骨格材の配置例を５-５(1)に示す。

５-２  座席取付部補強材

(1) 基準となる断面形状及び材質を５-４(2)に規定する。

(2)

(3) 補強材の配置例を５-５(2)に示す。

Ｒ14(協定規則第１４号）の相互認証採用に伴い、２０１２年７月より改正される座席ベルト取付
装置の技術基準に適合する座席ベルト組込一人掛座席の座席及び座席取付装置の構造規格を制定
する。

自 動 車 車 体 規 格

座席ベルト組込１人掛座席及び座席取付装置の構造規格

主骨格材は座席前脚中心より前方に500mm以内、座席後脚中心より後方に300mm以内の位置
に、前後ピッチ540mm以内（骨格材内-内間）で進行方向と垂直に各々配置し、車枠または
車体と強固に結合されていること。

補強材は主骨格材間に進行方向と平行、新設座席の脚幅に合わせて配置し、5-1項の主骨格
材と強固に結合されていること。

座席質量の10倍又はそれ以下の負荷倍数が適用される自動車において、座席を新設及び形状変更
を行うものに適用する。

本規格の４、５，６項に定めた構造基準は、技術基準に基づいた座席ベルト取付強度試験の結
果、技術基準に適合してることを確認した。７項に試験の概要と測定データを示す。
なお、本規格改定時（UN-R14-09）以降にUN規格が改正された場合において、当該規格により実施
した試験に関わらない改正にあっては、なおもって本規格は有効なものとして取り扱うものとす
る。
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５-３  断面・材質の変更

(1)

５-４  主骨格材及び座席取付部補強材の材質・断面形状・断面特性の基準

(1) 主骨格材

(2) 座席取付部補強材

５-５  主骨格材及び座席取付部補強材の配置例

(1) 主骨格材（進行方向）

(2) 座席取付部補強材（車体幅方向）

６．座席の固定
６-１  固定場所

(1) 座席は５項に規定する床構造部分に確実に取付けること。

６-２  固定方法

(1) M10 P=1.25 強度区分8.8相当以上のボルトを用いること。

(2) 締付トルクは　35.0±10.5N・m（24.5～45.5N・m）　とする。

変更した断面形状及び材質は、５-４項に示す基準以上の断面特性（断面係数・断面二次
モーメント）及び機械的性質（引張り強さ、圧縮強さ、剪断強さ、硬度、靱性、脆性）を有
すること。
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７．技術基準への適合性の確認
７-１  確認試験の概要及び測定データ

    (天龍工業(株)殿作成 試験報告書<No.TD-BT011161>より抜粋)

※シートベルト角度適合書はP.10に記載
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８．TRIAS書式の「座席ベルト取付装置の試験記録及び成績」
　　　基準となる「試験成績書」は、以下を使用する。

試験自動車車名・型式　： Ｎ２クラス、１０Ｇ対応座席組込式 試 験 期 日　：

　（平床鋼板仕様） 試 験 場 所　：

　測  定  者　　

１．荷重試験成績

継 続 時 間(sec)

腰ベルト １１０００

重　　心 ２１５９

２．座席ベルト取付装置の配置図（所要の設計及び実測の寸法及び角度等を記入すること。）

（1）実測車車台番号

(2）腰ベルトの取付位置 （3）肩ベルトの取付装置

(側面図) 　　　　(側面図)

　　 座席を最前端にした時　　　座席を最後端にした時 　　 座席を最後端にした時

後席
第一種
ＥＬＲ

４．６
機能を損なう離脱・き裂及び

変形等は生じない。

座席ベルト取付装置の試験記録及び成績

２０１１／０７／１４

天竜工業(株)岐阜技術センター実験室

沼口、河井、池戸

座席の位置 ベルトの型式
負　荷　荷　重

損　傷　状　況
荷　重　値（N）―

９
―



※「７-１ 確認試験の概要及び測定データ」 の供試体の詳細図
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2024年改正

特種部会　合同委員会　委員名簿

氏名 会社

【部会長】 森　　孝義 中京車体工業㈱

【副部会長】 内海　嘉則 ㈱オートワークス京都

西岡　偉久 東京特殊車体㈱

【技術委員会】

　　委員長 小坂　浩二 ㈱トヨタカスタマイジング＆ディベロップメント

　　副委員長 安部　康一 日産モータースポーツ＆カスタマイズ㈱

　　　〃 武澤　真幸 ㈱野口自動車

　　　〃 若井　幸一 いすゞ車体㈱

　　　〃 常盤　博之 東京特殊車体㈱

　　　〃 東　　伸弘 ㈱イズミ車体製作所

【業務委員会】

　　委員長 稲見　龍 京成自動車工業㈱

　　副委員長 神尾　将光 ㈱ケイエムオー

　　　〃 堀田　和宏 札幌ボデー工業㈱

　　　〃 殿内　崇生 ㈱トノックス

　　　〃 北村　圭 (資)中北車体工作所

【環境委員会委員】

伊藤　公展 京成自動車工業㈱

加藤　俊彦 ㈱トノックス

【広報委員会委員】

河野　元通 ㈱河野ボデー製作所

　　事務局 小森　啓行 日本自動車車体工業会



特種部会　技術委員会及び

座席強度関係法規対応ワーキンググループ　委員名簿

氏名 所属

【技術委員会】

　　委員長 中沢　有一 いすゞ車体㈱

　　副委員長 田中　敏夫 ㈱オーテックジャパン

　　　〃 片貝　俊之 東京特殊車体㈱

　　　〃 稲見　龍 京成自動車工業㈱

　　　〃 太宰　忠義 ㈱イズミ車体製作所

　　　〃 小坂　浩二 トヨタテクノクラフト㈱

【座席強度関係法規対応ワーキンググループ】

　　ＷＧ長 片貝　俊之 東京特殊車体㈱

　　 委員 高橋　治 尾張車体工業㈱

　　　〃 尾篭　正宏 京成自動車工業㈱

　　　〃 藤岡　健二 東京特殊車体㈱

　　　〃 小林　彦作 いすゞ自動車首都圏㈱

　　　〃 中村　達也 トヨタテクノクラフト㈱

　　　〃 吉田　学 （資）中北車体工作所

　　　〃 山田　浩史 名自車体㈱

　　　〃 島倉　潔 ヤナセテック㈱

　　事務局 瓜谷　優一 一般社団法人

　日本自動車車体工業会

　制定 一般社団法人　日本自動車車体工業会

　制定日 ２０１２年３月１６日

　改正日 ２０２４年９月１９日

　審査委員会 特種部会　技術委員会

一般社団法人　日本自動車車体工業会　発行

〒105-0012　東京都港区芝大門１丁目１番３０号

日本自動車会館１５階


